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第２四半期累計期間業績予想との差異及び通期の業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社グループは、2018 年５月 14 日に公表の 2019 年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想と、本日公

表いたしました 2019 年３月期第２四半期累計期間の実績に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいた

します。また、最近の業績の動向等を踏まえ、前回公表しました通期の連結業績予想を以下のとおり修正するこ

ととしましたので、お知らせいたします。  

記 

 

１.2019 年３月期 第２四半期累計期間（2018 年４月１日～2018 年９月 30 日）連結業績予想との差異 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

一株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想  ( Ａ ) 24,315 868 818 643 13.45 円

第２四半期累計期間実績 (Ｂ) 24,447 688 689 194 4.06 円

増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) 132 △179 △128 △448 － 

増 減 率 ( ％ ) 0.5 △20.7 △15.7 △69.8   － 

(ご参考)  
 前期第２四半期累計期間実績 

24,162 138 △29 △155 △3.25 円

 

２.2019 年３月期 通期（2018 年４月１日～2019 年３月 31 日）連結業績予想数値の修正 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

一株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想  ( Ａ ) 50,000 2,190 2,100 1,610 33.68 円

今 回 修 正 予 想  ( Ｂ ) 49,434 1,338 1,290 534 11.19 円

増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) △565 △851 △809 △1,075 － 

増 減 率 ( ％ ) △1.1 △38.9 △38.6 △66.8 － 

(ご参考)  
 前期実績(2018 年３月期) 

49,993 1,246 1,019 1,180 24.68 円

 

３．第２四半期累計期間連結業績予想との差異の理由 

当社グループの苫小牧発電所は、2018 年９月６日に発生した平成 30 年北海道胆振東部地震の影響により

発電を停止しました（同日付けで「北海道胆振地方中東部の地震による当社グループへの影響に関するお知



らせ」を開示済み）。 

第２四半期累計期間における業績は、売上高については、苫小牧発電所が停止したことにより売電収入が

減少し、利益については、売電収入が減少したことや固定費等の負担があったことを主因に、営業利益、経

常利益は前回予想を下回りました。また、本日別途開示しております「平成 30 年北海道胆振東部地震に伴

う特別損失の計上に関するお知らせ」のとおり、第２四半期累計期間において被災した設備に係る原状回

復費見込額 377 百万円を災害による損失として特別損失に計上したため、親会社株主に帰属する四半期

純利益は前回予想を下回りました。 

 

４．通期連結業績予想修正の理由 

通期業績につきましては、苫小牧発電所の早期再稼働に向けて鋭意努力してまいりますが、運転再開時期

は 2019 年３月初旬頃を見込む(2018 年 11 月５日付けで「北海道胆振東部の地震による当社グループへの影

響に関するお知らせ(第２報)」を開示済み)ことから、同発電所の停止期間中において売電収入を見込めな

い状況であります。 

売上高につきましては、これらの状況を踏まえ、通期予想を上記のとおり修正いたします。 

利益につきましては、売上高が前回予想を下回ることや固定費等の負担があることから、営業利益、経

常利益は前回予想を下回る見込みであります。また、苫小牧発電所の原状回復費用を災害による損失とし

て特別損失に計上するため、親会社株主に帰属する四半期純利益は前回予想を下回る見通しであります。 

 

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後さまざまな要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以  上 

 


